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町債
5億1,200万円
（9.76%）

町税
9億4,857万円
（18.09%）

譲与税・交付金等
2億2,276万円
（4.25%） 

地方交付税
13億5,300万円
（25.80%）

分担金・使用料等
8,066万円（1.54%）

国庫支出金
4億726万円
（7.77%）

県支出金
2億9,277万円（5.58%）

寄附金
3億円（5.72%） 

財産収入・諸収入
2億7,107万円（5.17%） 

繰入金
8億1,591万円
（15.56%）

繰越金
4,000万円（0.76%） 

歳入

地方譲与税 2,267万円
地方特例交付金 2,695万円
利子割交付金 75万円
交通安全対策特別交付金 119万円
法人事業税交付金 580万円
地方消費税交付金 1億5,300万円
配当割交付金 300万円
環境性能割交付金 570万円
株式等譲渡所得割交付金 370万円

譲与税・交付金等詳細

〇
３
月
定
例
会
を
３
月
５
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

〇�

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
24
件
（
同
意
1
件
、条
例
改
正
8
件
、補
正
予
算
6
件
、当
初
予
算
6
件
、そ
の
他
３
件
）

で
、
そ
の
内
か
ら
条
例
改
正
や
予
算
な
ど
18
件
を
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

〇�

請
願
は
１
件
（「
介
護
保
険
に
関
す
る
請
願
書
」）
あ
り
、
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

〇
一
般
質
問
は
３
月
８
日
に
６
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

〇�

３
月
定
例
会
は
最
終
日
、
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
18
件
（
内
２
件
は
修
正
動
議
あ
り
）
と
請
願
１
件
に
加
え
、

追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
1
件 （
補
正
予
算
） と
請
願
1
件
を
採
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

3月
定例会可決 可決

52億4,400万円

会計別当初予算	

区 　 分 令和２年度
予　算

令和３年度
予　算 比　較 増減率

一 般 会 計 495,200 524,400 29,200 5.90%
国民健康保険事業 86,318 84,840 △ 1,478 △1.71%
介 護 保 険 事 業 71,910 70,359 △ 1,551 △2.16%
後期高齢者医療事業 7,010 7,279 269 3.84%
水 道 事 業 62,388 36,821 △ 25,567 △40.98%
下 水 道 事 業 52,157 50,915 △ 1,242 △2.38%
合 　 計 774,983 774,614 △ 369 △0.05%
＊水道・下水道事業会計は歳出予算額＊水道・下水道事業会計は歳出予算額

（単位：万円）（単位：万円）

52億4,400万円

当初予算の推移	
会 計 H29 H30 H31 R2 R3
一 般 会 計 381,200 389,200 450,000 495,200 524,400
特 別 会 計 お よ び
公 営 企 業 会 計 236,686 228,115 228,958 279,785 250,215
合 　 計 617,886 617,315 678,958 774,985 774,615

（単位：万円）（単位：万円）
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総務費
15億4,755万円
（29.51%）

民生費
15億4,484万円
（29.46%）

衛生費
3億9,244万円
（7.48%） 

農林水産業費
8,798万円（1.68%）

商工費
2,619万円
（0.50%） 

土木費
5億934万円
（9.71%）

消防費
1億7,797万円
（3.39%） 教育費

6億6,297万円
（12.64%） 

公債費
2億2,994万円（4.39%）

予備費
500万円（0.10%）

歳出

労働費
51万円（0.01%）

議会費
5,927万円（1.13%）

令和３年度
一般会計
当初予算 52億4,400万円52億4,400万円

「令和３年度一般会計予算」の「令和３年度一般会計予算」の
修正案が提出されました修正案が提出されました

【
提
案
説
明
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
町
民
の
不
安
感
や
困
窮
度

は
増
し
て
お
り
、
町
民
支
援
の
増
額
修
正
案
を
提
出
し
ま
す
。
修
正

内
容
は
、
①
補
聴
器
補
助
費
を
75
万
円
増
額
し
、
補
助
要
件
の
緩
和

を
進
め
る
。
②
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
１
０
０
万
円
新
設
（
40
人

分
）
③
大
学
給
付
型
奨
学
金
８
０
０
万
円
新
設
（
80
人
分
）
④
保
育

園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
無
料
化
４
３
０
万
２
０
０
０
円
新
設
で
す
。

	

提
出
者
：
高
橋
直
子　
　
賛
成
者
：
鈴
木
勉
市
、
今
村
恵
美
子

賛
成
討
論
（
鈴
木
議
員
）

　
喫
緊
の
課
題
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
と
思
い
ま
す
。
希
望
す
る
町

民
の
検
査
拡
大
は
地
方
自
治
体
の
役
目
で
あ
り
、
本
修
正
案
に
賛
成

と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
日
比
野
議
員
）

　
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比
5.9
％
増
で
す
が
、
庁
舎
の
建
て
替
え

事
業
と
歌
詰
橋
の
補
強
等
で
人
の
命
を
守
る
重
要
な
事
業
が
入
っ
た

予
算
で
す
。
賛
否
両
論
は
あ
り
ま
し
た
が
庁
舎
建
て
替
え
は
８
年
越

し
で
完
成
で
す
。
こ
の
事
業
等
を
除
け
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
主
財
源

が
乏
し
い
本
町
で
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
の
緊
縮
財
政
で
堅
実
な
予
算

編
成
で
あ
り
、
賛
成
と
し
ま
す
。

「令和３年度一般会計予算」の「令和３年度一般会計予算」の
原案に対する討論原案に対する討論
反
対
討
論
（
今
村
議
員
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
の
安
全
や
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
町
政
が
進
め
る
必
要
以
上
の
箱
物
土
木
工
事
は
町
民
の
財

産
で
あ
る
基
金
を
減
ら
し
借
金
を
増
や
す
も
の
で
、
こ
の
借
金
返
済

は
若
者
の
後
年
度
負
担
と
な
り
ま
す
。
本
来
、
今
町
が
や
る
べ
き
こ

と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
町
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
支
援
拡

大
で
す
。
よ
っ
て
反
対
と
し
ま
す
。

反
対
討
論　
な
し

採
決
の
結
果
：
修
正
案
否
決

採
決
の
結
果
：
原
案
可
決
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今年度は今年度は

するの？するの？

議会注目
事業令和令和３３年度年度

新規事業新規事業等等
(一部を紹介します)(一部を紹介します)

自治会施設整備事業自治会施設整備事業
補助金補助金

800800万円万円
自治会施設整備事業補助金
今年度は200万円×4字

教育振興費教育振興費
電算機借上料電算機借上料

2,0952,095万万88千円千円
小・中学校における情報機器端末を整備

豊郷小学校改修事業豊郷小学校改修事業

1,9021,902万万11千円千円
豊郷小学校体育館のＬＥＤ照明改修工事

権利擁護サポート権利擁護サポート
センター事業負担金センター事業負担金

183183万円万円

高齢者・障害者への虐待などの権利侵害
や成年後見など権利擁護に関する専門相
談機関として彦根・愛知・犬上で権利擁
護サポートセンターを設置する負担金

在宅高齢者支援助成金在宅高齢者支援助成金

1,0401,040万円万円
冷暖房費助成（満65歳以上の方がおられ
る世帯に助成@8,000円/世帯）

乳児生活応援助成金乳児生活応援助成金

250250万円万円
乳児を養育する保護者に対して、乳児の
おむつ等購入費用を助成

団体営農業水路等団体営農業水路等
長寿命化事業長寿命化事業
(施設整備費)　(施設整備費)　

886886万万99千円千円
農業用施設の長寿命化対策として龍ヶ池
揚水機場を改修工事

豊郷駅駐輪場整備豊郷駅駐輪場整備

894894万万77千円千円
豊郷駅駐輪場の整備事業

町制施行50周年記念町制施行50周年記念
事業および事業および

庁舎竣工記念事業庁舎竣工記念事業

691691万円万円
町制50周年記念式典、町制要覧および
動画の作成



　

〇�今回の補正では各事業の不用見込額分が減額されたことから、予算総額では減額
補正となりました。

〇ふるさと納税の増額に伴い返礼品などの手数料を増額
	 2,069万6千円
〇ふるさと納税への寄附金を
　　　「ふるさと応援寄附基金」に積立	 3,880万円
　　　「豊郷小学校旧校舎管理基金」に積立	 120万円
〇公共施設等総合管理するために基金を積立	 1,092万4千円
〇妊娠中感染予防対策支援給付金対応分を増額	 125万円
〇龍ヶ池揚水機場改修工事に向けた実施設計費用(揚水試験含む)
	 　576万4千円
〇道路用地登記委託料	 25万円

歳出の主なもの

令和２年度一般会計補正予算（第10号）

3月定例会
初日に提案

可決 可決
11億億3,7413,741万万44千円千円を減額を減額

〇特別交付税の交付を受けて減災基金を積立	 6,198万1千円
〇新型コロナウイルスワクチン接種に係るシステム改修委託料	 100万円
〇豊日中学校に通級教室施設を整備	 33万円

歳出の主なもの

令和２年度一般会計補正予算（第11号）
最終日に追加提案

可決 可決6,3316,331万万11千円千円を追加を追加
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２
月
25
日
に
北
川
和
利
議
員
が
愛
知
県
警
津
島
署
に

県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
北
川
議
員
か
ら
は
３
月

１
日
に
「
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
豊
郷
町
議
会
議
員
を

辞
職
し
ま
す
」
と
議
長
宛
に
議
員
辞
職
願
の
提
出
が
あ

り
、
河
合
議
長
は
同
日
に
議
員
辞
職
を
許
可
し
、
３
月

定
例
会
の
初
日
（
３
月
５
日
）
に
辞
職
許
可
し
た
こ
と

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
豊
郷
町
議
会
議
員
（
定
数
12
名
）

は
１
名
欠
員
の
11
名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
辞
職
に

伴
い
、
議
会
構
成
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま

し
た
。

■
文
教
民
生
常
任
委
員
会

■
文
教
民
生
常
任
委
員
会　

　
　

�

委
員
長
に
日
比
野
雄
二
議
員
、
副
委
員
長
に

今
村
恵
美
子
議
員
を
選
出

■
彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
議
会　

■
彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
議
会　

　
　
西
澤
博
一
議
員
を
選
出

　
　
（�

西
澤
清
正
議
員
と
２
名
が
豊
郷
町
議
会
か

ら
の
選
出
議
員
）

北
川
議
員
が
議
員
辞
職

北
川
議
員
が
議
員
辞
職

〇2月12日に令和３年第1回臨時会が開催されました。
〇�町長から提案された案件は1件(一般会計補正予算第9号)で、新型コロナウイルス
ワクチン接種に係る予算額5,166万7千円を追加。全員賛成で原案可決しました。

令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第９号）
２月臨時会

「豊郷町介護保険条例の一部を「豊郷町介護保険条例の一部を
改正する条例案」修正案提出改正する条例案」修正案提出

【
提
案
説
明
】

　
第
８
期
（
令
和
３
～
５
年
度
）
介
護
保
険
料
標
準
月
額
を
前
期
標

準
月
額
よ
り
１
８
０
円
下
げ
６
３
０
０
円
に
修
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
は
80
円
の
引
き
下
げ
案
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
高
す
ぎ
る
金
額
で

す
。
そ
こ
で
、
全
国
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
高
額
所
得

高
齢
者
の
介
護
保
険
料
負
担
を
引
き
上
げ
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
介

護
保
険
料
徴
収
へ
と
修
正
し
ま
し
た
。

提
出
者
：
今
村
恵
美
子　
　
賛
成
者
：
高
橋
直
子
、
鈴
木
勉
市

賛
成
討
論
（
高
橋
議
員
）

　
町
民
の
声
と
し
て
、「
こ
れ
で
は
生
活
し
て
い
け
な
い
」
と
い
う

悲
鳴
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
修
正
は
高
額
所
得
者
に
応
分
に

負
担
を
求
め
る
内
容
で
町
民
の
賛
同
も
得
る
と
思
い
ま
す
。

「豊郷町介護保険条例の一部を「豊郷町介護保険条例の一部を
改正する条例案」原案に対する討論改正する条例案」原案に対する討論

賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
議
員
）

　
本
町
で
は
、
こ
の
条
例
に
対
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
①
介

護
保
険
事
業
の
財
源
、
②
被
保
険
者
の
推
計
、
③
要
介
護
、
支
援
認

定
者
数
の
推
計
、
④
介
護
給
付
費
の
推
計
、
⑤
給
付
費
推
計
に
基
づ

く
第
８
期
介
護
保
険
料
、
⑥
介
護
保
険
料
人
口
分
布
等
、
き
め
細
か

な
資
料
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
６
段
階
の
保
険
料
率
を
、
1.25
か
ら
1.20
に
引
き
下
げ
、
段

階
的
に
保
険
料
の
増
加
率
を
よ
り
な
だ
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
配
慮

さ
れ
た
改
正
案
で
す
。
よ
っ
て
原
案
に
賛
成
と
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
鈴
木
議
員
）

採
決
の
結
果
：
原
案
可
決

　
原
案
は
、
介
護
保
険
料
の
80
円
引
き
下
げ
を
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
は
思
い
ま

す
が
、「
介
護
保
険
に
関
す
る
請
願
書
」
に
あ
る
町
民
の
生
活
実
態
を

鑑
み
た
時
、
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
原
案
に
は
反
対
と
し
ま
す
。

反
対
討
論　
な
し

採
決
の
結
果
：
修
正
案
否
決

可決 可決5,1665,166万万77千円千円
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次の人事案件に同意しました。次の人事案件に同意しました。

三木　英治  氏（吉田）
豊郷町固定資産評価審査委員会委員　

豊郷町議会議長　河合　勇　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請願者　　豊郷町の介護保険をよくする会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　長谷川さふみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員　今村　恵美子　　高橋　直子　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　勉市　　　中島　政幸　　　辻本　勇

く請願趣旨>
　介護保険制度は2000年に始まり、３年ごとに見直されてきました。今年は改定期になります。この
21年間で、特別養護老人ホームなどの施設の食費・居住費の負担増や新規入所者を介護３以上に限定、
一定以上の所得のある利用者の自己負担を２割に引き上げるなど改悪が行われ、利用者の負担は大きく
なりました。一方、保険料は制度開始時から２倍以上に引き上げられ、高齢者全体の負担は大きくなり
ました。豊郷町は、県下でも収入が低い方から１位、２位に位置する低所得の自治体でありながら、保
険料は３番目に高いという状況です。年金は下がり続け、消費税は10％へと上がり、大変きびしい生活
をしています。
　豊郷町の介護保険をよくする会では、「介護保険料を下げること、サービスの切り捨てはやめること」
の請願書を昨年３月議会に提出し、採択されました。11月には333筆の個人請願署名を町長に手渡しし
ています。
　介護保険制度は国の制度ではありますが、保険者・豊郷町として、町民が必要な時に安心して使える
介護保険事業のための努力や工夫をして下さるよう、下記の事を請願いたします。

く請願事項>
　１．介護保険料を下げてください。
　２．介護保険サービスの切り捨てはやめて下さい。

介護保険に関する請願書

賛成討論（鈴木議員）
　請願書にある、私の思いや願いの中には、「介護保険をかけても本当に受けられるのか心配。」「年金５万
円弱の私には高すぎる。」「妻に厄介をかけています。どうか、介護保険料を下げて下さい。」などなど、多
くの町民の皆さんの叫びとも言える声が綴られています。介護保険制度は、基本的には国の責任ですが、
これらの町民の声を受け止め、本町において介護保険料を引き下げる事は必要であり、賛成とします。

反対討論（日比野議員）
　介護保険は国・県・町・個人そして企業が負担して社会全体で回す仕組みであり、費用が増大すれば必
然的に個人負担が増えるため、この仕組みの中でバランスをとって介護を保障する必要があります。一方
的に個人負担を下げれば、その分は結局税金で賄い、廻り回って町民の負担増となり、やがてバランスが
崩れ財政破綻を招く。このことから、日頃から健康管理をして費用総額を減らす努力が第一で、道義と思
うので反対とします。

 　賛成多数で可決し、町に送付しました。

任期：令和３年４月１日から令和６年３月31日まで

採決の結果

7  議会だより とよさと
令和３年５月14日発行



問　
庁
舎
建
替
手
数
料
の
資

料
に
、
交
付
金
が
変
わ
る
と

書
い
て
い
る
。
最
終
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

答　
交
付
対
象
は
75
％
の
６

億
１
，
１
７
０
万
円
。
全
体

は
12
億
６
千
万
円
。
１
億
８
，

３
５
０
万
円
が
交
付
税
措
置

対
象
。

問　
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
整
備

補
助
が
あ
る
が
、
各
字
で
消

火
栓
点
検
作
業
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　
各
字
自
警
団
の
点
検
は

行
っ
て
い
な
い
。
要
望
が
あ

れ
ば
消
防
団
と
協
議
し
て
行

っ
て
い
き
た
い
。

問　
消
火
栓
の
点
検
は
ど
の

く
ら
い
の
頻
度
で
回
っ
て
い

る
の
か
。

答　
消
火
栓
の
点
検
は
消
防

の
方
で
し
て
お
ら
れ
る
。
防

火
用
水
槽
は
、
水
路
を
引
い

た
時
か
ら
字
管
理
と
な
っ
て

い
る
。

 
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
の

予
算
は
。

答　
要
望
が
来
て
か
ら
予
算
化

す
る
た
め
補
正
対
応
と
な
る
。

問　
自
治
会
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
対
象
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

答　
自
治
会
公
民
館
の
駐
車

場
舗
装
、
フ
ェ
ン
ス
修
繕
、

外
構
工
事
、
解
体
工
事
、
そ

の
他
町
が
認
め
る
も
の
。

問　
今
年
は
４
字
だ
け
と
い

う
こ
と
は
、
先
着
順
か
。

答　
希
望
調
査
を
し
た
上
で

決
定
し
て
い
く
。

問　
生
き
が
い
デ
イ
は
一
週

間
に
一
人
何
回
の
利
用
か
。

答　
週
２
回
程
度
。

問　
医
療
的
ケ
ア
児
通
学
保

護
者
支
援
事
業
委
託
金
は
支

援
員
に
払
う
の
か
。
保
護
者
か
。

答　
対
応
の
事
業
所
に
払
う
。

問　
災
害
時
要
支
援
者
台
帳

の
運
用
は
ど
う
か
。

答　
年
に
２
回
民
生
委
員
と

区
長
に
配
布
。
随
時
更
新
し

て
い
る
。
見
守
り
活
動
に
も

使
用
し
て
い
る
。

問　
見
守
り
活
動
の
熱
心
な

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
。

答　
高
野
瀬
、
吉
田
は
福
祉
連

絡
会
が
あ
る
。
区
長
、
副
区
長
、

民
生
委
員
、
町
社
協
、
保
健
福

祉
課
、
包
括
、
駐
在
所
員
が
出

問　
生
活
保
護
の
方
へ
の
定

期
的
訪
問
は
し
て
い
る
の
か
。

答　
生
活
保
護
は
県
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
中
心
に
対
応
し

て
い
る
。

問　
土
地
改
良
事
業
費
分
担

金
の
仕
組
み
と
理
由
は
。

答　
石
畑
の
龍
ケ
池
の
改
修

実
施
設
計
の
地
元
負
担
分
。

問　
設
計
委
託
費
の
説
明
を
。

答　
龍
ケ
池
の
揚
水
機
修
繕

に
係
る
予
算
。

問　
2
年
度
の
譲
渡
予
定
が

11
件
中
7
件
で
あ
っ
た
。
物

置
撤
去
工
事
費
用
の
減
額
は

4
件
の
浮
い
た
分
か
。
物
件

補
償
費
1
3
0
万
円
の
減
額

は
4
件
分
か
。
明
細
は
。

答　
当
初
予
算
で
分
離
可
能
住

宅
を
4
棟
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

1
棟
で
あ
っ
た
た
め
残
額
を
減

額
。
物
件
補
償
費
は
、
11
件
分

の
予
定
が
7
件
分
で
あ
っ
た
た

め
残
り
を
減
額
。

問　
今
年
度
7
件
の
譲
渡
完

了
見
込
の
内
訳
は
。

答　
長
池
6
件
、
向
台
1
件
。

議
第
14
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

問　
防
災
士
資
格
取
得
助
成

補
助
金
の
減
額
理
由
は
。

答　
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
、

受
講
者
が
い
な
か
っ
た
。

問　
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
の
収
集

場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

検
討
は
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
甲

良
町
で
2
字
実
施
し
て
い
る
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
協
議
会

で
検
討
し
た
い
。

税
務
課

企
画
振
興
課

問　
多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事

業
費
補
助
金
は
何
件
増
え
た
の
か
。

答　

2
件
で
見
て
い
た
が
、

6
件
で
あ
っ
た
。

議
第
20
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
予
算

問　
固
定
資
産
税
は
前
年
度

比
で
増
減
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　
平
成
21
年
か
ら
で
は
、
額

と
し
て
は
年
々
増
え
て
い
る
。

問　
報
償
費
は
何
人
分
か
。

答　
固
定
資
産
税
納
期
限
前

納
報
奨
金
で
３
，
３
３
１
件

中
65
％
の
２
，
１
５
６
件
を

み
て
い
る
。

問　
地
方
特
例
交
付
金
の
説

明
を
。

答　
減
収
補
填
特
例
交
付
金

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
関

係
。
自
動
車
税
減
収
補
填
特

例
交
付
金
、
軽
自
動
車
税
減

収
補
填
特
例
交
付
金
は
、
環

境
性
能
割
に
応
じ
て
市
町
へ

の
補
填
。

Report

採
決
結
果　

賛
成
多
数
（
可
９
：
否
１
）

人
権
政
策
課

地
域
整
備
課

予算、決算に
関すること

常任委員会

総
務
課

保
健
福
祉
課

総
務
課

保
健
福
祉
課

住
民
生
活
課

学
校
教
育
課
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委員会
席
し
、
年
に
３
回
、
見
守
り
対

象
者
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

問　
地
域
見
守
り
事
業
費
補

助
金
の
人
数
は
。

答　
４
５
０
人
分
。

問　
す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
、

在
宅
高
齢
者
支
援
助
成
の
内

容
は
。

答　
す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
は

従
来
通
り
運
営
。
在
宅
高
齢
者

支
援
助
成
は
暖
房
の
み
で
な
く

冷
房
費
補
助
も
含
ん
だ
。

問　
灯
油
助
成
が
３
年
度
は

８
，
０
０
０
円
と
な
っ
た
が
、

増
額
分
の
３
，
０
０
０
円
を
若

い
世
代
へ
の
助
成
に
で
き
な

い
か
。

答　
若
い
世
代
は
、
給
食
費
無

料
な
ど
の
制
度
が
あ
る
。
夏
も

冬
も
必
要
だ
と
考
え
８
，
０

０
０
円
と
し
た
。
一
般
財
源

か
ら
の
介
護
保
険
料
へ
の
支

援
は
で
き
な
い
た
め
、
少
し

で
も
助
成
し
た
い
。

問　
い
き
が
い
協
働
セ
ン
タ

ー
は
、
今
後
ど
う
活
用
す
る

の
か
。
展
望
は
。

答　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
食
事

に
関
す
る
事
業
が
難
し
く
で

き
な
か
っ
た
。
３
年
度
の
実

施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問　
農
業
委
員
会
で
農
地
転

用
を
不
許
可
に
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

答　

２
年
度
で
は
な
い
。
申

請
が
上
が
っ
て
き
た
も
の
に

つ
い
て
、
議
論
し
、
許
可
し

て
い
る
。

問　
有
害
鳥
獣
駆
除
は
年
何

回
程
度
し
て
い
る
の
か
。
場

所
は
。

答　
年
間
４
回
。
銃
器
を
利

用
し
て
行
っ
て
い
る
。
場
所

は
、
新
幹
線
よ
り
東
側
。

問　
交
通
安
全
関
係
の
各
字

の
要
望
は
１
０
０
％
か
。
未

処
理
の
も
の
も
あ
る
の
か
。

答　

字
要
望
に
つ
い
て
は
、

町
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
ほ
と

ん
ど
で
き
て
い
る
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
の

見
通
し
は
。

答　

安
全
･
安
心
住
宅
支
援

事
業
費
補
助
金
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
、
太
陽
光
発
電
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

金
は
、
県
費
と
国
費
が
つ
く
。

問　

安
心
･
安
全
の
補
助
金

が
昨
年
度
に
比
べ
２
０
０
万

円
の
減
額
だ
が
理
由
は
。

答　
太
陽
光
分
の
30
万
を
３

件
分
毎
年
見
て
い
る
が
、
２

年
度
は
な
か
っ
た
た
め
。

問　
除
雪
で
雪
が
ド
ン
と
山

に
た
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
始

末
で
き
る
方
法
は
な
い
の
か
。

十
字
路
だ
と
危
な
い
。

答　
業
者
と
協
議
し
た
い
。

問　
河
川
愛
護
補
助
金
の
投

資
効
果
は
。

答　

地
元
の
吉
田
、
石
畑
、

安
食
西
、
あ
す
な
ろ
さ
ん
が

毎
年
草
刈
。
２
年
度
は
、
雨

降
野
区
が
川
ざ
ら
え
事
業
と

し
て
み
な
川
の
浚
渫
を
し
て

下
さ
っ
た
。

問　
改
良
住
宅
の
譲
渡
予
定

件
数
は
。

答　
８
戸
分
を
予
定
。

問　
報
酬
は
何
か
。
委
託
費

の
設
計
管
理
と
は
何
か
。

答　
報
酬
は
公
営
住
宅
等
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

委
託
費
は
レ
イ
ク
サ
イ
ド
と

上
枝
の
駐
車
場
に
優
先
区
画

が
な
く
、
そ
の
設
計
。

問　
町
営
住
宅
の
今
後
の
計

画
も
す
る
の
か
。
長
寿
命
化

も
含
む
の
か
。

答　
今
後
の
公
営
住
宅
等
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
計
画
準

備
等
に
伴
い
委
員
会
の
運
営

支
援
を
委
託
す
る
も
の
。

問　
設
計
管
理
と
は
何
か
。

答　
分
離
工
事
の
設
計
管
理

委
託
。

問　
幼
稚
園
の
次
年
度
各
年

齢
の
入
園
数
と
ク
ラ
ス
数
は
。

答　
３
歳
児
18
名
、
４
歳
児

20
名
、
５
歳
児
29
名
。
す
べ

て
１
ク
ラ
ス
。

問　
一
時
預
か
り
保
育
は
い

く
ら
か
。

答　

１
日
２
，
５
０
０
円
、

半
日
１
，
２
５
０
円
。

問　
一
時
預
か
り
保
育
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
う

の
か
。
保
育
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ど
う
す
る
の
か
。
そ

の
た
め
の
保
育
士
は
。

答　
今
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
。
専
門
の
保
育

士
を
確
保
し
て
い
る
。

問　
学
び
の
礎
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
事
業
と
は
何
か
。

答　
県
人
権
教
育
課
か
ら
の

委
託
事
業
。
子
ど
も
の
自
尊

感
情
を
は
ぐ
く
む
実
践
活
動
。

問　
外
国
人
児
童
生
徒
支
援

人
材
派
遣
の
内
容
は
。

答　
小
中
学
校
に
通
う
外
国

籍
の
子
ど
も
で
日
本
語
の
不

自
由
な
子
に
つ
い
て
支
援
。

問　
小
中
学
校
入
学
祝
助
成

金
、
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護

児
童
生
徒
援
助
費
の
支
払
い

は
い
つ
か
。

答　
２
月
に
申
請
さ
れ
た
方

に
は
３
月
支
払
。
３
月
申
請

に
な
っ
た
方
は
４
月
に
な
る
。

問　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
の
こ
と
だ

が
、
い
つ
ご
ろ
の
予
定
か
。

入
札
は
何
社
か
。

答　

夏
休
み
に
行
う
予
定
。

指
名
競
争
入
札
の
予
定
だ
が
、

業
者
は
未
定
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
減

は
ど
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
利
用

制
限
も
し
て
い
た
た
め
利
用

者
は
減
っ
て
い
る
が
、
人
口

と
し
て
は
増
え
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

問　
委
託
設
計
は
。

答　
バ
ン
ガ
ロ
ー
跡
地
の
設

計
。

問　
工
事
の
内
容
は
。

答　
体
育
館
談
話
室
の
エ
ア

コ
ン
を
修
繕
す
る
。

産
業
振
興
課

人
権
政
策
課

地
域
整
備
課

豊
郷
幼
稚
園

社
会
教
育
課

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
６
：
否
４
）

反
対
討
論　

今
村
議
員

学
校
教
育
課
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Report
医
療
保
険
課

議
第
９
号　

豊
郷
町
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

問　
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
、
認
定
率
を
下
げ
る
に
は
。

答　
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
に
取
り
組
み
、
自
身
で
も
健

康
維
持
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
介
護
１
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
。

答　
生
き
が
い
デ
イ
の
内
容
や

元
気
力
ア
ッ
プ
教
室
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
内
容
を
検
討
し
た
い
。

議
第
10
号　

豊
郷
町
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正
案

問　
条
例
改
正
に
よ
る
利
用
者

へ
の
影
響
は
。

答　
運
営
事
業
者
へ
の
基
準
改

正
で
、利
用
者
に
影
響
は
な
い
。

 

議
第
11
号　
豊
郷
町
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
改
正
案

議
第
12
号　

豊
郷
町
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
改
正
案

議
第
13
号　

豊
郷
町
指
定
居

宅
介
護
支
援
等
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
改
正
案

議
第
15
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問　
令
和
２
年
度
の
国
保
税
の

収
納
率
と
差
押
件
数
は
。

答　

収
納
率
は
85
・
56
％
。

差
押
え
は
全
体
で
46
件
、

４
９
８
万
７
千
円
。

問　
コ
ロ
ナ
で
の
保
険
税
還
付

実
績
は
。

答　

31
年
度
分
が
10
件
。

17
万
９
，
９
０
０
円
。
２
年
度

分
は
国
保
税
歳
入
か
ら
還
付
。

問　
レ
セ
プ
ト
処
理
負
担
金
減

額
の
理
由
は
。

答　

特
定
健
診
が
減
っ
た
た

め
。

問　
基
金
積
立
が
３
２
９
万
９

千
円
積
み
上
が
る
が
、
財
政
健

全
化
の
目
安
は
。

答　
規
模
は
特
に
な
い
。
基
金

を
使
っ
て
平
準
化
し
た
い
。

議
第
16
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問　
コ
ロ
ナ
減
免
を
申
請
さ
れ

た
件
数
は
。

答　
申
請
は
10
件
あ
っ
た
。

問　
２
年
度
の
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
と
多
か
っ

た
相
談
は
。

答　
総
合
相
談
が
９
０
８
件
、

訪
問
３
８
１
件
、
来
所
５
１
４

件
、
電
話
３
０
０
６
件
。
内
容

は
在
宅
福
祉
に
関
す
る
相
談
が

４
１
６
件
。
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
か

ら
の
相
談
が
３
１
８
件
な
ど
。

問　
認
知
症
で
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
数
は
。

答　
把
握
し
て
い
な
い
が
６
割

ほ
ど
の
方
が
認
知
症
の
項
目
に

チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
た
。

議
第
17
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

議
第
21
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

問　
子
ど
も
に
は
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
を
し
な
い
自
治

体
も
出
て
き
た
が
、
豊
郷
で
も

し
て
は
ど
う
か
。

答　
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
減
免
、

３
年
度
は
軽
減
を
さ
れ
る
か
注

視
し
た
い
。
６
年
度
に
県
で
国

保
統
一
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

国
保
税
の
急
激
な
増
額
の
な
い

よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

問　
昨
年
実
績
で
、
ど
う
い
う

疾
病
が
多
か
っ
た
か
。

答　
１
番
に
が
ん
、
２
番
に
高

血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
。
元
年
度
の
検
診
で
は
が

ん
が
11
件
見
つ
か
っ
た
。

問　
２
年
度
の
高
額
療
養
費
の

件
数
と
疾
病
は
。

答　

11
月
決
定
分
ま
で
で

８
８
５
件
。
が
ん
が
多
い
。

議
第
22
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算

問　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の

人
数
と
滞
納
件
数
、
10
割
自
己

負
担
の
人
数
は
。

答　
特
徴
１
８
６
０
人
、
普
徴

１
１
９
人
。滞
納
繰
越
は
14
人
、

現
年
で
は
21
人
。
10
割
負
担
の

人
は
０
。

問　
認
定
訪
問
調
査
員
の
報
償

と
は
。

答　

調
査
に
回
り
切
れ
な
い

分
を
ス
ポ
ッ
ト
で
雇
用
し
て
い

る
。

問　
８
期
で
は
７
期
の
基
金
積

立
分
を
全
て
使
う
と
聞
い
て
い

る
が
、
今
回
、
基
金
積
立
を

５
６
４
万
円
す
る
根
拠
は
。

答　
介
護
保
険
料
は
３
年
間
で

の
平
均
設
定
を
し
て
お
り
、
１

年
ご
と
に
給
付
が
上
が
る
た

め
、
初
年
度
は
給
付
よ
り
保
険

料
が
多
い
の
で
基
金
に
積
む
。

議
第
23
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
予
算

請
願
第
１
号　
介
護
保
険
に
関

す
る
請
願
書

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
１
）

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
1
）

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
1
）

教育、福祉、
衛生、医療、
戸籍、年金
に関する
こと

常任委員会

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
１
）

反
対
討
論　

今
村
議
員

医
療
保
険
課

税
務
課

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

税
務
課

医
療
保
険
課

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
１
）

反
対
討
論　

今
村
議
員

医
療
保
険
課

採
決
結
果　

賛
成
多
数　
（
可
３
：
否
１
）

反
対
討
論　

今
村
議
員

（注）議案名を一部略して表記しました。正式な議案名はP12を参照ください。
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委員会行財政、総務、人事、農業、
商工業、観光、建設、
上下水道、公営･
改良住宅、人権
に関する
こと

常任委員会

議
第
18
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

議
第
19
号　

令
和
２
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

議
第
24
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
予
算

問　
１
０
０
万
円
を
こ
え
る

な
ど
悪
質
な
滞
納
は
あ
る
の

か
。
法
的
処
置
は
。

答　
水
道
と
下
水
道
一
緒
に

滞
納
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
給
水
停
止
等
の
法
的
措

置
は
、
誓
約
を
結
び
、
破
ら

れ
た
場
合
、
再
度
誓
約
を
結

び
、
そ
れ
も
破
ら
れ
た
と
き

に
行
う
。
２
年
度
は
な
し
。

問　
停
止
は
何
件
か
。

答　
５
件
。

問　
滞
納
は
決
算
で
わ
か
る

と
の
こ
と
だ
が
、
予
算
に
上

議
第
６
号　

豊
郷
町
個
人
情

報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

問　
自
分
の
情
報
が
ど
こ
に

調
べ
ら
れ
て
い
る
か
は
、
本

人
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
か
。

答　
今
回
の
改
正
は
ケ
ー
ス

（
障
が
い
）
に
関
わ
っ
て
い
る

方
で
、
町
に
は
承
諾
を
得
て

い
る
方
。
ま
ず
は
、
本
人
に

確
認
す
る
。

問　
相
当
や
む
を
得
な
い
と

い
う
表
現
が
わ
か
り
に
く
い
。

答　
必
要
以
外
に
は
開
示
し

な
い
。
そ
の
人
の
支
援
で
必

要
な
部
分
の
み
を
共
有
。
生

命
に
関
わ
る
時
は
す
べ
て
出

す
。

げ
る
必
要
が
あ
る
。
会
計
的

に
上
げ
な
く
て
い
い
の
か
。

答　
使
用
料
に
含
ま
れ
て
い

る
。
３
年
度
の
予
算
の
う
ち

滞
納
は
１
１
０
０
万
程
度
。

問　
未
納
が
続
い
た
ら
生
活

困
窮
を
疑
い
、
福
祉
と
つ
な

が
っ
て
命
を
救
う
と
い
う
こ

と
は
あ
る
か
。
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答　
通
知
を
出
し
て
、
相
談

に
乗
る
。
生
活
に
困
っ
て
払

え
な
い
人
、払
わ
な
い
人
色
々

い
る
。
極
力
解
消
の
た
め
に

話
す
。

問　
誰
が
足
を
運
ぶ
の
か
。

答　
特
に
担
当
は
決
め
て
い

な
い
。
課
員
全
員
で
当
た
る
。

問　
加
入
は
何
件
見
て
い
る

の
か
。

答　
35
件
の
見
通
し
。

問　
35
件
で
平
均
ど
の
く
ら

い
１
戸
当
た
り
の
使
用
量
を

み
て
い
る
の
か
。
給
水
の
伸

び
分
は
。

答　
加
入
金
は
負
担
金
で
見

て
い
る
。
メ
ー
タ
ー
は
、
φ

13
㎜
が
30
件
、
φ
20
㎜
が
４

件
、
φ
40
㎜
が
１
件
の
想
定
。

問　
35
件
増
え
る
と
い
う
こ

と
は
そ
の
分
の
給
水
が
増
え

る
の
か
。

答　
加
入
金
は
メ
ー
タ
ー
１

つ
の
単
価
。
使
用
量
は
前
年

度
の
実
績
で
見
て
お
り
、
別

物
。

問　
漏
水
修
繕
待
機
と
は
何

を
し
て
い
る
の
か
。

答　
漏
水
は
24
時
間
３
６
５

日
可
能
性
が
あ
り
、
上
下
水

道
組
合
に
い
つ
で
も
出
動
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

問　
漏
水
が
町
道
や
県
道
で

起
こ
っ
た
際
の
対
応
は
。

答　
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
に
交

通
制
限
を
か
け
て
掘
っ
て
確

認
し
修
繕
す
る
。

問　
メ
ー
タ
ー
交
換
が
な
い

が
、
元
年
度
２
年
度
と
比
べ

て
必
要
が
な
い
の
か
。

答　
期
間
が
あ
り
８
年
に
１

回
と
計
量
法
で
決
ま
っ
て
い

る
。

問　
本
復
旧
と
は
ど
こ
を
し

て
い
る
の
か
。
仮
な
の
か
。

答　
高
野
瀬
池
の
周
り
の
配

水
管
更
新
を
行
っ
た
の
で
、

そ
こ
の
本
復
旧
を
す
る
。

問　
耐
震
化
工
事
は
入
札
か
。

何
社
か
。

答　

入
札
を
考
え
て
い
る
。

例
年
な
ら
10
〜
15
社
。

問　
繰
上
償
還
は
予
定
し
て

い
る
の
か
。

答　
経
営
状
況
を
見
な
が
ら

し
て
い
く
。

議
第
25
号　

令
和
３
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

問　
過
年
度
分
が
一
緒
に
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　
過
年
度
分
１
，
２
０
０

万
円
程
が
含
ま
れ
て
い
る
。

問　
督
促
手
数
料
が
増
え
て

い
る
が
件
数
は
。

答　
月
平
均
２
０
４
件
。

問　
審
議
会
委
員
は
何
人
か
。

答　
水
道
と
下
水
道
で
設
置
。

各
字
よ
り
１
名
の
16
名
と
学

識
経
験
者
２
名
。

問　
雨
水
流
出
解
析
調
査
委

託
業
務
は
不
明
水
調
査
か
。

答　
雨
水
対
策
に
係
る
も
の
。

不
明
水
調
査
で
は
な
い
。

問　
総
合
地
震
対
策
工
事
と

は
。

答　
７
年
か
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
３
年
度
は
８
号
線

の
く
ら
ま
の
交
差
点
か
ら
田

中
タ
イ
ヤ
の
方
向
と
、
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
亭
の
方
向
の
液
状
化

対
策
。

問　
汚
水
桝
の
掃
除
を
定
期

的
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

聞
い
た
が
周
知
徹
底
は
。
啓

発
は
ど
う
か
。

答　
原
則
、
本
管
と
公
共
桝

ま
で
は
町
管
理
、
そ
こ
か
ら

内
側
は
個
人
の
財
産
。
設
置

時
に
施
主
さ
ん
に
説
明
し
て

い
る
。
数
年
ご
と
に
広
報
に

載
せ
て
い
る
。
詰
ま
っ
て
し

ま
っ
た
家
庭
に
は
説
明
し
、

指
導
し
て
い
る
。

総
務
課

上
下
水
道
課

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果
…
全
員
賛
成
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私はこう判断

 賛否が分かれたもの
議員名

結果日
比
野

辻　
本

中　
島

村　
岸

前　
田

高　
橋

西
澤
博

鈴　
木

西
澤
き

河　
合

今　
村

議第９号
豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 × ◦ ☒ 〇 - × 可決
上記　修正案 × × × × × ◦ × 〇 × - 〇 否決

議第17号 令和２年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 - × 可決

議第20号
令和３年度豊郷町一般会計予算 ◦ 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 - ☒ 可決
上記　修正案 × × × × × 〇 × ◦ × - 〇 否決

議第21号 令和３年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 - ☒ 可決
議第22号 令和３年度豊郷町介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × ◦ ☒ 〇 - × 可決
議第23号 令和３年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 - × 可決
請願第1号 介護保険に関する請願書 ☒ 〇 〇 × 〇 〇 × ◦ × - 〇 採択

請願第2号 75才以上医療費窓口負担割合２割化の中止を
求める請願書 × × × × × ◦ × 〇 × - 〇 不採択

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

議案審議

 全員賛成
議第２号 豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

議第３号 豊郷駅コミュニティ施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議第４号 町道路線の変更について

議第５号 町道路線の認定について

議第６号 豊郷町個人情報保護条例の一部を改正する条例案

議第７号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

議第８号 豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案

議第10号 豊郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
案

議第11号 豊郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

議第12号 豊郷町指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

議第13号 豊郷町指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

議第14号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第10号）

議第15号 令和２年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

議第16号 令和２年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

議第18号 令和２年度豊郷町水道事業会計補正予算（第3号）

議第19号 令和２年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第3号）

議第24号 令和３年度豊郷町水道事業会計予算

議第25号 令和３年度豊郷町下水道事業会計予算

議第26号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第11号）

 全員賛成
議第１号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第９号）

２月臨時会

３月定例会
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一般質問一般質問とはとは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものである。表明を求めるものである。

一般質問

●中島　政幸 議員
☆�行政手続きの簡素化と押印廃止の考え方は……………………………14ｐ
☆ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進は

●日比野　雄二 議員
☆リモート授業の進捗状況は………………………………………………15ｐ
☆地籍調査の現状と将来展望を問う

●西澤　博一 議員
☆地方創生推進交付金の活用を問う………………………………………16ｐ
☆近江鉄道吉田踏切の安全対策を
・町の指定管理者制度を問う

●鈴木 べんいち 議員
☆日栄学区内（中山道）の道路改善を………………………………………17ｐ
☆補聴器購入助成制度の改善を
・新年度の国保税の引き下げを求める
・再任用制度を問う
・新しいゴミ処理施設の進行状況を問う
・給付型の大学奨学金制度の創設を求める

●今村　恵美子 議員
☆公正な改良住宅譲渡促進を………………………………………………19ｐ
・高齢者も現役世代も安心できる介護制度に
・�職場内のハラスメント防止の強化を
・高齢者や障害者のワクチン接種に対し配慮を
・役場庁舎設計変更を問う

●高橋　なおこ 議員
☆“隠れ”を含む「保育待機児」解消を………………………………………18ｐ
☆保育園・幼稚園児の給食費も無料に
・PCR検査助成に前向きな取り組みを
・マンモスクラス解消のために、町費での講師確保を
・学童保育専用施設建設に本気で取り組むことを求める

☆の質問を掲載しています。
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中
央
省
庁
の
行
政

手
続
の
押
印
廃
止

を
強
力
に
推
進
し
、
昨
年

10
月
16
日
の
会
見
で
、
約

１
万
５
，
０
０
０
の
行
政
手

続
の
う
ち
、
99
・
２
４
７
％

で
押
印
を
廃
止
で
き
る
と
明

ら
か
に
さ
れ
、
押
印
の
原
則

廃
止
を
検
討
す
る
方
針
を
明

確
に
し
て
い
る
。
本
町
の
現

状
と
今
後
の
取
組
と
考
え
方

に
つ
い
て
問
う
。

１　

�

本
町
は
廃
止
す
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

２　
��

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

３　

�

こ
れ
ま
で
も
押
印
廃
止

に
つ
い
て
議
論
し
て
き

た
経
緯
は
あ
る
の
か
。

４　

�

こ
れ
ま
で
押
印
を
廃
止

し
て
き
た
実
績
は
あ
る

の
か
。

５　

�

押
印
を
な
く
す
だ
け
で

な
く
、
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
簡
素
化
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　

１　

�

取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

２　

�

メ
リ
ッ
ト
は
、
手
続
の

簡
素
化
に
つ
な
が
り
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
本
人

確
認
が
取
れ
る
か
ど
う

か
だ
と
思
っ
て
い
る
。

３　

�

町
長
と
協
議
を
し
て
き

た
。

４　

�

福
祉
関
係
で
あ
れ
ば
、

押
印
不
要
の
書
類
は
多

く
あ
る
。

５　

�

可
能
な
部
分
か
ら
導
入

し
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
ガ

バ
メ
ン
ト
の
動
向
も
注

視
し
、
適
正
に
処
理
し

て
い
き
た
い
。

問

答

中島　政幸 議員

行政手続の簡素化と
押印廃止の考え方は

行政手続のオンライン化は急務と考えている

　
世
界
的
規
模
で
の

目
標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
、
誰
一
人
置
き
去
り
に
し

な
い
）」
が
２
０
１
５
年
、

国
連
に
お
い
て
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
目
標
達
成
を
目
指

し
、
17
分
野
の
目
標
が
設
定

さ
れ
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２

０
１
７
年
12
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１

８
が
、
日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
の
発
信
を
目
指
し
て
策

定
さ
れ
、
今
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

問 Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）推
進
は

賛
同
の
宣
言
を
し
、

参
画
し
て
い
き
た
い

を
取
り
入
れ
た
自
治
体
運
営

は
必
要
と
考
え
る
が
、
取
組

は
。

　
事
務
事
業
は
全
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
分
野
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
理
念
を

意
識
し
つ
つ
、
日
々
の
行
政

運
営
を
行
い
た
い
。

　
来
年
度
、
滋
賀
県
が
開
催

予
定
地
で
、
本
町
も
賛
同
し

前
向
き
に
考
え
て
い
る
。

　
県
内
の
町
で
１
番
に
と
い

う
こ
と
を
受
け
止
め
、
で
き

る
だ
け
早
く
賛
同
の
宣
言
を

し
、
参
画
を
考
え
て
い
る
。

答
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日比野　雄二  議員

　

リ
モ
ー
ト
授
業

は
、
コ
ロ
ナ
後
に
お

い
て
、
社
会
構
造
の
変
革
で
、

Ｉ
Ｔ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
り
、
小
中
学
生
の

Ｉ
Ｔ
教
育
と
、
人
材
教
育
の

た
め
に
も
早
く
完
結
し
て
、

実
践
教
育
を
実
施
し
て
ほ
し

い
。

　
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
暁

に
は
、
見
学
会
等
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。

　
校
内
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
工
事
も
ほ
ぼ
完
了

し
て
い
る
状
況
だ
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
や
ル
ー
タ
ー
の
納
品

と
、教
職
員
向
け
の
研
修
後
、

実
施
し
た
い
。
見
学
会
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
の

時
期
を
見
計
ら
っ
て
実
施
し

た
い
。　

い
つ
頃
か
ら
実
施

で
き
る
か
。

　
４
月
に
は
実
施
出

来
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
対
面
型
で
授
業
を
す
る

の
が
、
１
番
子
ど
も
に
は
良

い
の
で
今
後
も
議
論
を
含
め

な
が
ら
進
め
た
い
。

問答

　
地
籍
調
査
の
現
状

と
今
後
の
予
定
を
問

い
、
将
来
展
望
も
問
う
。
こ

れ
は
子
ど
も
や
孫
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
１
０
０
年
先

を
見
据
え
て
、
豊
郷
町
の
都

市
計
画
、
災
害
時
の
復
旧
対

応
上
、
不
可
決
な
為
、
我
々

の
世
代
で
早
急
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
事
よ
り
問
う
。

　
地
籍
調
査
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
開
始

し
、
雨
降
野
～
今
年
度
は

四
十
九
院
、
吉
田
、
安
食
西

を
実
施
し
、
令
和
３
年
度
か

ら
八
町
、
沢
に
着
手
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
調
査
は
町
内
全
域
で
実
施

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

国
土
調
査
法
は
、

昭
和
26
年
か
ら
施

行
、
現
在
で
60
年
目
で
全

国
で
は
51
％
の
実
施
率
に
な

る
。
豊
郷
町
の
実
施
率
は
何

％
か
。
遅
れ
た
原
因
は
何
か
。

　
豊
郷
町
は
字
別
で

や
っ
て
い
る
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
４
字
。
来
年

以
降
２
字
増
で
６
字
と
な

る
。
遅
れ
た
原
因
に
つ
い
て

は
字
か
ら
の
要
望
に
準
じ
て

い
る
の
で
、
又
補
助
金
の
関

係
等
も
あ
る
。

　
国
の
実
施
率
は
％

で
出
し
て
い
る
の
で
、

％
で
出
し
て
、
そ
れ
を
目
標

に
１
０
０
％
を
何
年
以
内
に

達
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
示

し
方
は
出
来
な
い
か
。

　
面
積
で
何
％
と
い

う
の
は
出
て
い
な

い
。
今
後
の
展
望
は
、
町
内

全
域
で
実
施
し
た
い
。
何
年

後
に
完
了
す
る
か
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問答

答問答

リ
モ
ー
ト
授
業
の

進
捗
状
況
は

計
画
通
り
進
行
中

地籍調査の現状と将来展望を問う

町内全域を実施したい
問

問答

15  議会だより とよさと
令和３年５月14日発行



吉田踏切

西澤　博一  議員

　
今
後
、
第
三
次
補

正
、
令
和
３
年
度
予

算
に
お
い
て
、
地
方
創
生
交

付
金
普
通
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
が
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
施
策
、

事
業
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
考
え
て

い
る
の
か
、
答
弁
を
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
分

と
、
地
域
経
済
対
応
分
と
し

て
約
７
，
０
０
０
万
円
が
交

付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

適
切
な
支
援
が
行
え
る
よ
う

検
討
し
、
来
年
度
、
早
い
段

階
で
補
正
予
算
を
編
成
す
る

予
定
を
し
て
い
る
。

　
若
い
方
々
の
世
帯

や
子
ど
も
の
い
る
世

帯
の
生
活
を
支
え
る
の
も
１

つ
の
方
法
で
あ
る
し
、
再
度
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
減

免
を
考
え
た
ら
ど
う
か
と
い

う
こ
と
も
提
案
す
る
。
町
長

の
思
い
を
、
今
一
度
伺
い
た

い
。

　
一
番
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
と
こ
ろ
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
。
こ
の
ご
意
見
も
し
っ
か

り
捉
え
な
が
ら
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問答

　
平
成
28
年
、
29
年

に
踏
切
の
安
全
対
策

工
事
の
応
急
措
置
が
行
わ
れ

た
。し
か
し
、吉
田
踏
切
で
は
、

舗
装
箇
所
や
枕
木
が
破
損
を

し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
区
長
や
住
民

か
ら
の
要
望
書
等
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

町
と
し
て
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
近
江
鉄
道
の
敷
地

内
の
た
め
、
県
と
し

て
も
近
江
鉄
道
に
要
望
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
近
江
鉄
道
に
対
し
、
県

か
ら
も
要
望
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
両
者
に
対
し
こ
れ

か
ら
も
要
望
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
要
望
に
行
く
際
に

は
近
隣
の
区
長
さ
ん

に
も
声
を
か
け
て
、
一
緒
に

強
く
要
望
に
伺
う
が
、
町
の

考
え
は
。

　
近
江
鉄
道
や
県
に

対
し
強
く
要
望
し
た

い
と
思
う
。
そ
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も

賜
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

問答

答

問答

地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
活
用
を
問
う

早
い
段
階
で
補
正
予
算

を
編
成
す
る

近江鉄道吉田踏切の安全対策を問う

近江鉄道、県に対し強く要望する
問
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き
た
い
。

　
県
道
部
分
に
つ
い

て
は
、
県
の
方
が
令

和
３
年
度
に
設
計
を
す
る
と

い
う
事
を
聞
い
て
い
る
の

で
、
当
町
と
し
て
も
、
足
並

み
を
合
わ
せ
て
実
施
で
き
る

よ
う
に
、
町
道
部
分
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
で
設
計
委
託
料
を
計
上
し

て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い

て
最
初
に
質
問
し
た

の
が
２
０
０
９
年
だ
か
ら
足

掛
け
12
年
に
な
る
。
最
近
で

は
、
こ
の
道
路
の
側
溝
が
傷

み
、
足
元
が
不
安
に
な
る
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
再
度
、
一
日
も
早
い
工

事
の
実
現
を
求
め
る
。

　
一
日
も
早
く
と
い

う
事
だ
が
、
近
年
の

雨
の
降
り
方
を
見
て
い
る

と
、
間
違
い
も
な
く
一
日
も

早
く
と
い
う
事
に
な
る
の

で
、
関
係
課
で
連
携
を
取
り

な
が
ら
進
め
た
い
。

　
２
０
１
９
年
９
月

議
会
で
北
村
ポ
ン
プ

さ
ん
か
ら
宇
曽
川
ま
で
の
雨

水
対
策
の
実
施
を
求
め
た
と

こ
ろ
、「
い
ろ
ん
な
方
法
を

県
に
も
提
案
し
て
進
め
た

い
。」
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、

進
行
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。　

来
年
度
以
降
、
流

域
と
し
て
の
流
出
分

析
に
よ
っ
て
は
、
補
助
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
補

助
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、

上
下
水
道
課
で
、
補
助
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

町
の
対
応
と
な
る
。

　
「
来
年
度
以
降
、

県
の
事
業
に
位
置
付

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
県
の
補
助
事
業

と
し
て
実
施
が
で
き
る
。
そ

れ
に
乗
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、
一
般
の
道
路
改
善
と
し

て
町
の
事
業
に
な
る
。」
と

の
回
答
だ
っ
た
。
そ
の
結
果

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
実
施

設
計
を
す
る
と
か
、
当
面
、

出
来
る
事
を
や
っ
て
い
た
だ

問答

鈴木 べんいち 議員

日栄学区内（中山道）の道路改善を

設計委託料を予算に計上
問

答 答

答

問

　
今
年
度
か
ら
、
補

聴
器
助
成
制
度
が
出

来
た
の
は
朗
報
だ
っ
た
が
実

績
は
ど
う
か
。

　
実
績
は
２
件
だ
っ

た
。

　
助
成
要
件
の
改
善

を
。

　
要
件
は
、
①
豊
郷

町
に
１
年
以
上
在
住

の
方
。
②
18
歳
以
上
の
方
。

③
医
師
が
補
聴
器
を
必
要
と

認
め
た
方
。
④
非
課
税
世
帯

の
方
で
あ
る
。
18
歳
未
満
の

方
は
、
難
聴
児
の
助
成
が
あ

る
。
ま
た
、
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
税
の
医
療
費
控
除

で
対
応
い
た
だ
け
る
。

　
窓
口
が
開
か
れ
た

の
は
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
う
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
充
実
し
て
い
く
か
だ

と
思
う
が
、
非
課
税
世
帯
の

縛
り
を
緩
和
す
る
方
向
で
検

討
が
出
来
な
い
か
。

　
老
人
会
と
も
連
携

し
、
周
知
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

補聴器購入助成制度の改善を

周知に力を入れたい

問

問答問答
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１　

�

本
町
は
、
県
下
に
先
駆

け
て
小
・
中
学
校
の
給

食
費
の
無
償
化
に
取
り

組
ん
だ
先
進
自
治
体
で

あ
る
。
こ
の
枠
を
広
げ

て
、
高
島
市
の
よ
う
に

保
・
幼
稚
園
の
給
食
費

も
無
料
化
を
。

２　

�

０
歳
～
２
歳
児
に
、
発

達
に
応
じ
た
食
事
を
提

供
す
る
の
は
行
政
と
し

て
の
責
務
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
調
理
師
を
配

置
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

高橋　なおこ 議員

問 保
育
園・幼
稚
園
児
の

給
食
費
も
無
料
に

考
え
て
い
な
い

“隠れ”を含む「保育待機児」解消を

新たな施策は考えていない

　
愛
里
保
育
園
で
は

定
数
80
人
に
対
し

「
承
認
」
96
人
、「
不
承
認
」

は
無
し
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
保
育
室
の
確
保
は
大
丈

夫
か
。
愛
里
保
育
園
の
財
産

処
分
（
浴
室
を
保
育
室
に
用

途
変
更
）
は
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
崇
徳
保
育
園
は
定

数
80
人
に
対
し
て
「
承
認
」

は
86
人
、「
不
承
認
」
は
16

人
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

　
愛
里
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
現
場
と
協

議
中
で
あ
る
。

　
16
人
に
つ
い
て
は
追
跡
調

査
中
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
民
間

保
育
園
で
は
、
施
設

が
整
っ
て
い
て
も
保
育
士
を

確
保
で
き
ず
に
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
実

態
が
あ
る
が
、
崇
徳
保
育
園

は
ど
う
か
。
情
報
提
供
と

し
て
、「
三
重
県
鈴
鹿
市
は
、

民
間
保
育
園
の
保
育
士
に
一

人
当
た
り
5
千
円
～
8
千
円

補
助
を
来
年
度
予
算
に
計
上

し
た
」こ
と
を
紹
介
し
た
が
、

本
町
で
も
後
押
し
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
鈴
鹿
市
の
基
準
は

拝
見
し
た
。
待
遇
改

善
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
特

段
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
の
「
待
機
児

解
消
」
へ
の
展
望
を

見
極
め
る
た
め
に
は
、
保
育

ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
計
画
」
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
今
後
10
年
の
見

通
し
は
。
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
る
宅
地
開
発
と
絡
め
て
ど

う
か
。　

横
ば
い
で
、
２
０

０
人
前
後
の
見
通
し

で
あ
る
。
宅
地
開
発
の
情
報

は
こ
の
計
画
に
は
入
っ
て
い

な
い
。

問答

１　

�

小
・
中
は
義
務
教
育
な

の
で
、
全
員
公
平
に
給

食
費
の
補
助
が
で
き
る

が
、
保
・
幼
稚
園
児
に

は
考
え
て
い
な
い
。

２　

�

調
理
師
増
員
は
考
え
て

い
な
い
。

答

問

答問答
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分離不能型の改良住宅

今村 恵美子  議員

　
昨
年
12
月
議
会
一

般
質
問
で
、
譲
渡
を

希
望
し
て
い
る
方
に
は
早
急

に
譲
渡
を
す
る
べ
き
と
求
め

た
が
、
そ
の
後
、
関
係
住
民

に
対
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
が
見

え
な
い
が
い
か
が
か
。

　
令
和
２
年
度
の
12

月
以
降
、
分
離
不
可

４
棟
と
分
離
可
能
２
棟
を
譲

渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
離

不
可
１
棟
を
今
年
度
、
３
月

末
ま
で
に
譲
渡
す
る
予
定
で

あ
る
。　

こ
の
改
良
住
宅
譲

渡
事
業
は
平
成
22
年

度
か
ら
具
体
的
に
始
ま
り
、

関
係
団
地
住
民
に
譲
渡
説

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取
っ

た
。
昨
年
12
月
末
に
町
が
譲

渡
を
し
た
分
離
不
可
２
棟
に

つ
い
て
疑
念
の
声
が
複
数
寄

せ
ら
れ
、
法
務
局
で
登
記
簿

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
譲
渡
が

公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

疑
念
を
持
っ
た
。

　
１
点
目
は
、
譲
渡
対
象
者

は
６
親
等
ま
で
の
親
族
と
町

は
決
め
た
が
正
し
く
運
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

２
点
目
は
、
譲
渡
対
象

者
が
す
ぐ
に
転
売
す
る
こ
と

は
、
町
の
「
改
良
住
宅
譲
渡

推
進
事
業
に
係
る
不
動
産
取

得
税
補
填
補
助
金
交
付
要

綱
」
の
第
５
条
の
権
利
譲
渡

の
禁
止
に
抵
触
し
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
ご
指
摘
の
分
離
不

可
の
売
買
に
つ
い
て

は
、
売
買
後
、
そ
の
人
が
違

う
人
に
貸
し
た
と
か
は
把
握

し
て
い
な
い
。
６
親
等
に
当

た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
は
、
町
の
規
定
に

基
づ
い
て
譲
渡
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
れ
と
、
譲

渡
は
公
平
に
や
っ
て
い
な
い

と
い
う
指
摘
だ
が
、
生
活
困

窮
者
や
町
税
滞
納
者
は
譲
渡

を
要
望
し
て
も
町
と
し
て
は

譲
渡
対
象
に
は
し
な
い
。

　
課
長
は
、
売
っ
て

し
ま
っ
た
後
は
、
町

に
は
関
係
な
い
と
い
う
答
弁

に
聞
こ
え
た
が
、
改
良
住
宅

は
、
豊
郷
町
の
同
和
対
策
事

業
に
協
力
し
自
分
の
土
地
や

建
物
を
提
供
し
た
方
へ
の
代

替
住
宅
と
し
て
建
設
さ
れ
、

後
年
譲
渡
も
す
る
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
譲
渡
を
受
け
る

権
利
は
、
６
親
等
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
譲
渡
が

６
親
等
親
族
に
当
た
る
説
明

は
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
転
売
問
題
に
対
す

る
町
の
説
明
も
不
充
分
だ
。

そ
し
て
、
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生

活
困
窮
者
と
規
定
す
る
具
体

的
根
拠
は
何
か
答
弁
を
。

　
口
利
き
、
想
定
の

範
囲
に
つ
い
て
は
答

弁
を
差
し
控
え
る
。
６
親
等

に
つ
い
て
は
個
人
情
報
な
の

で
答
弁
を
差
し
控
え
る
。

個
人
情
報
は
答
弁
を
控
え
る

問答

問

答

答

問
　
公
正
な
改
良
住
宅
譲
渡
促
進
を

19  議会だより とよさと
令和３年５月14日発行



訪問看護ステーションレインボウ

６
月
定
例
会
は
６
月
４
日
㈮

開
催
予
定
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

６
月
議
会
の
予
定

20議会だより とよさと
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風
か
お
る
５
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新

年
度
に
入
っ
て
の
最
初
の
広
報
で
す
。
町
の

新
年
度
予
算
の
運
用
、
新
学
期
等
希
望
に

満
ち
る
季
節
で
す
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
も
変
異
種
の
発

生
等
ま
だ
ま
だ
気
の
許
せ
な
い
毎
日
が
続

き
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
全
員
に
行
き
わ
た
る
に
は
も
う
少

し
時
間
が
掛
か
り
ま
す
、
三
密
、
不
要
不

急
の
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

又
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
比
野　

雄
二

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
高
橋
　
直
子
　

副
委
員
長
　
日
比
野
雄
二

委
　
　
員
　
村
岸
　
善
一
　

　
　
　
西
澤
　
博
一
　

　
　
　
今
村
恵
美
子

編編

集集

後後

記記

11
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
ろ

ん
な
所
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
毎
日
そ
れ

ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
全

員
を
「
が
ん
ば
っ
て
ま
～
す
」

と
紹
介
し
た
い
の
で
す
が
、
今

回
は
そ
う
し
た
中
か
ら
豊
郷
病

院
で
訪
問
看
護
活
動
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

議
会
事
務
局
新
書
記

田
中
　
宏
樹

　

日
々
誠
実
に
仕
事
に
励
み
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

　
　
一
番
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

　
私
た
ち
は
利
用
者
・
家
族
の
心
に

寄
り
添
い
、
ふ
れ
あ
い
、
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ

ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
で
顔
を

覆
い
、
必
要
時
は
手
袋
、
ガ
ウ
ン
を

し
て
ケ
ア
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
に
く

い
状
況
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
と
人
と
の
心

の
つ
な
が
り
を
今
ま
で
以
上
に
大
切

に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
と
努
め

て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
に
あ
た
っ
て

励
み
に
な
っ
た
こ
と
は

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
か
け
て
い
た

だ
い
た
感
謝
の
言
葉
が
何
よ
り
の

励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
言
葉
を
い
た
だ
い
た
か
、

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
と
、「
夜

中
に
ま
で
来
て
も
ら
い
、
本
当
に

安
心
出
来
ま
し
た
」「
家
で
生
活
し

て
い
て
不
安
感
が
増
し
て
き
た
時
、

い
つ
で
も
快
く
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
っ
て
気
持
ち
が
落
ち
着
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」「
夜
間
に
体
調
が

悪
化
し
た
時
、
訪
問
看
護
師
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
、
薬
や
対
処
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
緊
急

受
診
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
」「
が

ん
の
終
末
期
で
少
し
ず
つ
体
力
が

衰
え
て
い
く
妻
に
、
最
後
ま
で
家

族
と
一
緒
に
寄
り
添
っ
て
も
ら
い
、

お
か
げ
で
家
で
看
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
な
ど
の
言
葉
に
添
え

て
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
、

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
頑
張
ろ
う

と
い
う
思
い
に
な
り
ま
す
。


